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甲
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盆

地

の
東

部
は

平

坦

地

か
ら

傾

斜
地

ま
で

葡

萄

畑

が

広

が

り

、
初

夏

に
は

深

碧
の

絨

緞

、
秋

に

は

紅

葉

の

濃

淡

が
日

に

映

え

、

季
節
ご
と
に
様
々
な
風
景

を
魅
せ
て
く
れ
ま
す

。

奈

良

時

代

か
ら

始

ま
っ
た

と

伝

え

ら

れ

る

葡

萄

栽

培

は

、
先

人

た

ち

の
知

恵

と
工

夫

に

よ

り

、
か
っ
て

水

田

や

桑

畑

だ

っ
た

土

地

を

一

面
の

葡

萄

畑

に
変

え
、
ま
た

そ
の

葡

萄

畑
に

育

ま

れ

た

ワ

イ

ン
は

日

常

の

お

酒

と
し

て

地

域

に

根

付

さ

ま
し

た

。
今

も

歴

史

を

語

る

技

術

や

建

物

は

受

け

継

が

れ

、
葡

萄

畑

の

風

景
の
中

に
溶

け

込

ん
で

い
ま
す

。
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山梨市、笛吹市、甲州市
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主な構成文化財
葡萄畑

四
江yi時代に考案された棚栽培を改良し､･|ヰ
地から急斜面まで見渡す限り葡萄畑が広

がっています｡明治時代までは甲府盆地東

部の勝沼地区に限られていましたが､現在

では峡束地城の各地に広がっています。

山 梨Ili､笛吹 巾､ 甲州 巾

簡吹Ili

川州巾

大 善 寺

本堂は鎌倉時代に竣'I:した山梨県内最占‘

の寺院建築で､木造薬師如来像が安置され
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い ち の み や あ さ ま ｔ ん じ や

。

一
宮 浅 間 神 社

御祭神の木花開耶 姫は酒造の守 護神で

もあるため､ 農作業の始まる毎年3月に、

県内ワイナリーの約ｔ 分にあたる約40礼

がワインを一升瓶などで奉納しています。

＜原 茂ワイン株式 会社＞

越屋樅をもつ建物で､軒 先まで葡萄棚が張り巡らされて

います。
＜ 勝沼 醸造 株式 会社＞

2階に欄ll を設けた建物 で､南側に葡萄畑が広かってい

ます。

＜ 丸藤 葡萄 酒ll 業＞

越屋根をもつ建物で､ 建物の

ています。

巾側には 葡葡畑が広がっ

山 梨 巾､ 笛吹11i､甲 州Ili

甲州 市

国指 定 凧要文化財(彫刻)

叩州 巾

国び録ｲf形文化財(健造物)

山 梨Ili､笛 吹ilj､甲州111

甲州 式 棚 栽培

竹を使った棚栽培により､江戸時代中期に

は叩州は11本一の葡萄生産量を誇るように

なり､後に甲州式と呼ばれました｡また明治31

年に丈夫な針金を導人することにより、

平地から急斜面まで葡萄を栽培できるよう

になりました。

木造 薬 師 如 来 像

余良時代の名僧行基の夢の中に葡萄を手

にした薬師如来が現れ､その姿を像に刻ん

で大善､yに祀り､行鵬がこの地域に葡萄栽

培を伝えたと伝説的に語られています｡薬

師如来は｢ぶどう薬師｣と呼ばれて親しまれ

ています｡通常は秘仏として厨ｆに納めら

れていますが､5年に1度のご開帳の際には

その姿を拝むことができます。

日川 ﾄﾞ流の11 地を水害 から守るために 人IE4

～6 年に建 設された 砂防堰 堤｡ 岩盤を巧 み

に利用し､自然 の滝のような 景観を作り出し、

祗 園の滝と呼ば れる地 域の 名所となってい

ます｡日本で 初めてコンクリートを使用した 砂

防堰 堤としても知られる日川堰堤 群 の代 衣

的な存 在。

歴 史 的 ワ イナ リー

日本 のワイン産 業の 黎明 期 からワイン醸 造

を 行って いる創業100 年以 上の 歴 史をもつ

ワイナリーや 束京 オリンピックを契 機とする

ワインブー ム以 前に 創業し た50 年以 上の歴

史をもつ ワイナリー｡ 最新 の 設備 などでワイ

ンづくりを行っています。

３市の紹介とアクセＸ
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田
家
ゆ
か
り

の
深

い
歴
史
と

甲

ふ
Ａ
市
　

ワ
イ
ナ
リ
ー
の
ま
ち

甲
府
盆
地
の
束
部
。
北
東
側
に
は
秩
父
多
摩
甲
斐
国
立
公

園
の
人
菩
薩
連
嶺
を
は
じ
め
と
す
る
秩
父
山
系
が
あ
り
ま

す
。
武
川
信
玄
公
の
菩
提
寺
で
あ
る
恵
林
寺
、
勝
頼
公
の
菩

提
か
で
あ
る
景
徳
院
な
ど
、
武
田
家
ゆ
か
り
の
神
社
仏
閣
が

多
数
存
在
し
て
い
る
ほ
か
、
国
内
の
ワ
イ
ン
の
醸
造
発
祥
に
ま

つ
わ
る
産
業
遺
産
な
ど
近
代
化
産
業
遺
産
も
数
多
く
点
在

し
て
い
ま
す
。

桃
源

郷
・
温

泉
郷

と
し

て
も

知
ら
れ

る

笛

吹

市

忠
み
ａ

か
な
ま
ち

縄

文
時

代

に
は
革

麗

な
装

飾

が
施

さ
れ

た
縄

文
ｋ

器

を

持
つ
文

化
が
花

開

き
、
占
代

に
は
甲

斐
国

分

寺

が
造

ら
れ
る

な

ど
λ
‥
く

か
ら

忠
み

豊
か

な
卜

地
で
、
山

あ
い
の
芦
川

地

区

に
は

兜
造
り

の
占
民

家

が
多

数

残
り

、
日
本

の
原

風

景

と
も

。．ｄ
え

る
農
村

景
観

を
形

成

し
て
い
ま

す

。
葡
萄

戟
培

と

と
も

に
桃

栽

培
も

盛

ん
で

、
春

に
は
一

面

に
桃
の
花

が
咲

き

、
美

し
い
桃

源

郷
の
景
観

が
広
が
り

ま
す

。
昭

和
3
6
年

、
葡
萄

畑

の
中

か
ら
温

泉

が
湧
出

し
、
石

和

温

泉
郷

と
し
て
発

艇
し

ま

し

た
。

諭
峡東地域ワインリゾート推進協議会

叩州 巾

叩州 巾‘指 定

甲州 巾

かりぬまとみちょう
勝 沼 富 町 の ブ ド ウ(甲州種。原種)

山 梨県 岡 有 のブドウ品 種で ある甲 州 種は

山梨を 代表 する甲州ワインの原 料となる品

種で す｡ 勝 沼 富 町にあ る葡 萄の 樹 は樹 齢130

年を 数え､｢ 甲 涵｣ と名づ けら れた 名木

で､この甲 馳とそのクローンに実った葡 萄か

らワインを醸造し ている会社もあります。

天然記 念物
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せ い は く ｔ

清 白 寺

か つ て は 周 囲 を 水|11 や 桑 畑 に 岡 ま れ て い ま

し た が､ 葡 萄 畑 に 転 換 し た こ と に よ り 葡 萄

畑 の 中 に 仏 殿 が 浮 か ぶ よ う な 風 景 と な
っ

て

い ま す
。

[| 川 治 水 施 設

日川 の流路を固 定するために明 治44 年から

昭和6 年に かけて 建 設された|: 砂流 出 防IE

の74 基の 治水 施設｡ 現 在、ﾄﾞ部は|: 砂に

埋 まり、|二部の みが 葡萄 畑 の巾に 石畳 のよ

うに 見えて います｡ 周囲 の|: 地 は水はけ の

よい 上 地 に変 わり､葡萄 畑として 利 川され

ています。

甲 州ワイン

日本固有種である｢甲州 種｣ の葡 萄を原

料としたワイン｡昭和40 年代から｢ 甲州｣

と岫種名を記したワインが作られるように
なりました｡ ず成22 年ＯＩＶ(ワインの国際

的審 査機関)が認証する葡萄岫種として｢
甲州(ＫＯＳｈＵ)｣を登録し､ 甲州種はワ

イン醸造川の岫種として世 界的に認めら
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東京から電車･車で約90分
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’`　･ りｒ 二　　 ています｡行基が葡萄栽培を伝えたことから、l
羅1111 「ぶどう寺」とも呼ばれ 今も寺域で葡萄を栽

5.、　 培しています。

I I I 州 I l i

同 宝 ( 建 造 物 )
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山梨Ili 箔ヽ 吹Iliヽ 甲州Ilj れ るよ うに な りまし た 。

東　京

｜

品　川
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新横浜

富士山

ｘ士ｎ 。し　　大 月　 〕 し 大 月 〕

静　岡

名古屋

Ｊ
Ｒ

特
急
ス

ー
パ

ー
あ
ず
さ

、
あ
ず
さ

※
特
急
ス
ー
パ
ー
あ
ず
さ
の
一
部
の
列
車

は
石
和
温
泉
に
も
停
車
し
ま
す

※
特
急
あ
ず
さ
の
一
部
の
列
車
は
塩
山
、

山
梨
市
、石
和
温
泉
に
も
停
車
し
ま
す

〒400-8501　 山 梨 県甲 府市 丸 の 内1-6-I

TEL 055-223-1573　https:// ｗｉｎｅｒｅsｏｒl.jp/

i 、
－　 －.一_jl　

養蚕農家の特戮を持つ 和風建築ワｲ ナﾘｰ

皿 近代 養蚕農家 特徴を持 民家で 現在

は和風建築ワイナリーとして使われています。

リ
　
　
　

源
流
の
忠
み
が

山

梨

市

美
し
い
自
然
景
観
を
育
む
ま
ち

而
積
の
８
割
を
森
林
が
占
め
、
ず
成
の
名
水
百
選
に
選
ば

れ
た
笛
吹
川
（
西
沢
渓
谷
）
と
そ
の
支
流
が
も
た
ら
す
水
の

恵
み
を
活
か
し
、
桃
・
ぶ
ど
う
の
栽
培
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
な

だ
ら
か
な
斜
而
や
ず
川
。地
に
は
美
し
い
果
樹
景
観

が
織
り

な
さ
れ
て
い
ま
す
。
広
瀬
ダ
ム
の
水
は
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
通
じ

て
峡
東
地
域
に
広
く
提
供
さ
れ
、
果
樹
生
産
の
発
展
に
人

き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

お問い合せ
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ど
う
ば
た
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葡
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畑

が
織
リ
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先
人
の
知
恵
と
工
夫
に
よ
る
葡
萄
畑
の
形
成

甲

府

盆

地

東

部
の
勝

沼

地

区

は

、
葡

萄

栽

培

が
古

く

か

ら
行

わ

れ
、
葡

萄

に
ま
つ
わ

る
伝

承

の
地

と

な
っ
て
い
ま

す

。
奈

良

時

代

の
名

僧

行

基

の
夢
に

、
葡

萄

を

手

に
し

た

薬

師

如

来

が
現

れ
、
そ

の
姿

を

刻

ん
だ
の

が
大

善

寺
（
ぶ
ど

う

寺

）
の
薬

師

如

来

像

で

あ

り

、
こ

の
地

に

葡

萄

栽

培

を

伝

え

、
こ

れ

が
甲

州
ワ

イ
ン
の
原

料

と
な

る
甲

州

葡

萄

で

あ

る
と
言

わ

れ
て
い
ま

す

。

江

戸

時

代
に

な
る
と
、
葡

萄

は
後

に
甲

州

式

と
呼

ば
れ
る
竹

を

使
っ
た

棚
で

栽

培

さ

れ

る
よ
う

に
な

り

ま

し

た

。
元

々
葡

萄

は
乾

燥

を

好

む
果

物

で
あ

る
た

め
、
棚
に
よ

る
栽

培
は

通
風

が
良

く

生

育
に

適
し

、
日

本
に

お
け

る
葡

萄

栽

培

の
原

型

と
な

り

ま
し

た

。

ｙ

ぞ
の
後

、
竹

に
代

わ

り

自

由

に
加

工

で

き

る
丈

夫

な

針

金

が

明

治

中

期

に
導

入

さ
れ

た
こ
と
で

、
ど
の
よ
う

な
地

形

に

も

棚

が

作

れ

る
よ
う

に
な

り

、
屋

根

状

に
広

が

る
葉
の
問

か

ら
色

づ
く

葡

萄
の
房

が
、
シ
ャ
ン

デ
リ
ア
の
よ
う

に
ぶ
ら
下

が
る
光

景

が
傾

斜

地

に

ま
で

広

が
る
よ
う

に
な
り

ま
し

た

。

ま

た

こ
の
地

区

で

は
、
東

西

に

流

れ

る
日

川

が

度

々
氾

濫

し

、

家

や
田

畑

が

流
さ

れ

る
た

め
、
明

治
末

期

以

降

、
土

砂

流

出

を

防

ぐ

た

め
の
石

積

み
の

治

水

施

設

や
上

流
に

土

砂

止

め
の
堰

堤

な

レ

ど
の
施

設

が
作

ら

れ
ま

し

た
っ

そ

の
結

果

、
川

の
氾

濫

が
抑

え

ら

れ

、
日

川

沿

い
の
田

畑

は

水

は
け

の

良

い
砂

地

に

変

わ

り

、
葡

萄

畑
へ
の
転

換

が
進

み

ま

し

た

。
現

在

で
も

、
日

川

沿
い
の
葡

萄

畑
の
中

に
は
、
役

目

を

終

え

た

治

水

施

設

が
幾

筋

も
の
石

畳

と
な
っ
て

残
っ
て
い
ま
す

。
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中

央

本

線

の

下

り

列

車

が

甲

府

盆

地

の

東

玄

関

卜
勝

沼

ぶ

ど

う

郷

駅

ノ
さ
し
か
か
る
ど
、
視
界
が
一
気
に
開
け
、
遥
か
遠
く
甲
府
草

地
の
彼
方
に
青
い
南

ア
ル

プ
ス
消
連
な
り
ま
で
・μ

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
　

’

漸
窓
か
ら
見
下
ろ
す
平
地
は
も
ち
ろ
ん
、
見
上
げ
る
急
斜
面
ま
で
見
渡
す
限

り
葡
萄
畑
が
広

が
っ
て
お
り
、
春
か
ら
夏
に
は
若

葉
か
ら
青
葉
へ
、
秋
か
ら
冬
に

ぱ
紅
葉
の
濃
淡
が
陽
に
映
え
、
ぶ
ど
う
郷
の
四
季
は
、
色
彩
の
変
化
と
と
も
に
移

り
ゆ
き
、
繊
細
か
つ
鮮
や
か
に
、
訪
れ
る
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

g＼
６
Ｕ
 
ｔ
代
の
変
化
と
と
も
に
拡
大
し
た
葡
萄
畑

明

治

期

の
峡

東

地

域
（
甲

府

盆

地

東

部

）
で

は
、

「

甲

州

切

妻

型

」
と

呼

ば

れ

る

光

を

取

り

入

れ

る

た

め
に

棟

の
中

央

を

持

ち

上

げ

た
「

突

上

げ

屋

根

」
を

設

け

た

家

屋

で

、
養

蚕

が

盛

ん
に

行

わ

れ

て

い
ま

し

た

。

ミ
　

し

か

し

、
昭

和
3
0
年

代

中

頃

か

ら

化

学

繊

維

の

｛
　

普

及

な

ど

に

よ

り

養

蚕

業

が

衰

退

し

始

め

る

と

、

養

蚕

農

家

は

収

益

性

の

高

い

葡

萄

な

ど

の

果

樹

栽

培

へ
と

転

換

し

、
。限

ら

れ

た

耕

作

地

で

収

穫

量

を

増

や

す

た

め

に

、
家

屋

の

軒

先

ま

で

葡

萄

棚

を

張

り

巡

ら

せ

ま

し

た

。

こ

う

し

て

葡

萄

畑

は

地

域

の

隅

々
ま

で

拡

大

し

だ
い
ぜ
ん
じ
　
せ
い
は
く
じ

て

い

き

、
農

家

だ

け

で

な

く

、
大

善

寺

や

清

白

寺

な

ど

の
寺

社

仏

閣

も

葡

萄

畑

の

海

に

浮

か

ぶ
よ

う

な

、
他

で

は

観

ら

れ

な

い
風

景

が

形

成

さ

れ

て

い

き

ま

し

た

。

甲州切妻型家屋

ま

た
、
勝
沼

地

区

に
は
、
収

穫

し

た

葡

萄

を
一
時

保

存

す

る

半

地

下

の
貯

蔵

庫

の
遺

構

が

あ

り

ま

す

。
こ

れ
に

よ

り

、
出

荷

量

の
調

整

が

可

能

と

な

り

、
市

場
へ
の
安

定

供

給

と

価

格

の
安

定

が

図

ら

れ

、
葡

萄

の
生

産

拡

大

に
繋

が
っ
て

い
き

ま

し

た

。

こ
の
貯

蔵

庫
は

、
電

気

冷

蔵

庫

が
普

及

す

る
昭

和
3
0

年

代

ま
で

使

わ

れ
ま

し
た

。

昭

和
3
3
年

に

国

道
2
0
号

新

笹

子

ト
ン

ネ
ル

が

開

通

し

た
こ

と

に

よ
り

流

通

環

境

が
飛

躍

的

に

改

善

し

、
京

浜

市

場

と

直

結

さ

れ

た
こ

と

か

ら

、

葡

萄

栽

培

は
一
層

盛

ん
に
な

り

ま

し

た

。
ま

た
モ

ー
タ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進

展

と
と

も
に
、
首

都

圏

か

ら
の
観

光

客

が
急

増
し

た
た

め
、
主

要

な
道

路

沿

い
に

は
観

光

葡

萄

園

が
増

加

し

、
今

で
も

収

穫

の

時

期

に
は

、
葡

萄

狩

り

を

楽

し

む

観

光

客
で

大

い

に
賑

わ
い
ま

す

。

葡萄畑に浮かぶような寺社仏閣

半地 下式 のワイン 貯蔵庫
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牲
性
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

し

⑤

三
二

季
節
の
移
ろ
い
と
恚
も
に
変
化
す
る
葡
萄
胤

風
景
の
中
に
は
ヽ
今
柘
受
け
継
が
れ
る
技
術
や
建

物
、
Ｊ
常
生
活
の
中
に
溶
け
ぶ
睦

乍

吟

ぶ

あ

り
、そ
れ
ら
樅

匹
れ
る
こ
と
で
油
梨
県
峡
東
’
域
の

魅
力
を
軋
い

ぶ

じ
ふ
こ
聶

影

が

潟

評 を 的 が の わ　　お
葡　　 価 楽 な 少 中 た こ 祭
萄　　　が し 和 な 心 り の り?1
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ワイン の御神酒

良 ン る ワ と 浅あ　 ナ 州 で　 集 な し

い 烈 回 付　　GH　　 禄

の と イ ま 内 こ 宮万　 イ 甲 ま　　１ ち

明治期のワイン地 ﾄﾞ発酵槽

身近な一升瓶 ワインは、湯呑みで気軽 に飲ま れていた 軒先まで張 り巡らせた葡萄棚
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